
1 調査方法及び回収結果
（1）保護者アンケート

人数 調査方法 回答数
302
157
336
66
861 317

※重複している世帯も有り一世帯一回答で依頼

（2）自治会長アンケート
人数 調査方法 回答数

21 WEB調査 9

学童保育所の今後のあり方アンケートに関する調査結果

計

対象

WEB調査
令和7年12月9日（火）

～22日（月）

調査期間

令和7年12月9日（火）
～22日（月）

調査期間

第4学区自治会長

対象
学童保育所利用児童の保護者

317
幼稚園児の保護者
町内保育園・認定こども園児の保護者

町外保育園、在宅保育児童等の保護者

1



2 調査結果
（1）保護者アンケート
問1 回答者の居住地区

回答数
第一学区 70
第二学区 85
第三学区 65
第四学区 40
狩川地区 50
清川地区 3
立谷沢地区 2
無回答 2

計 317

▶回答者の居住地区は、「第二学区」が26.8％で最も割合が高く、次いで「第一学区」
（22.1％）、「第三学区」（20.5％）となっています。

22.1%

26.8%
20.5%

12.6%

15.8%

0.9%
0.6%

0.6%
第一学区

第二学区
第三学区
第四学区

狩川地区
清川地区
立谷沢地区
無回答
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問2 子どもの年齢・学年（兄弟姉妹がいる場合は一番下の子ども）

回答数
０歳児 48
１歳児 47
２歳児 43
３歳児（年小） 33
４歳児（年中） 39
５歳児（年長） 42
小学１年生 21
小学２年生 18
小学３年生 14
小学４年生 6
小学５年生 5
小学６年生 1

計 317

▶子どもの年齢・学年は、「０歳児」が15.1％で最も割合が高く、次いで「１歳児」
（14.8％）、「２歳児」（13.6％）となっています。

15.1%

14.8%

13.6%

10.4%

12.3%

13.2%

6.6%

5.7%

4.4%
1.9%

1.6%

0.3% ０歳児
１歳児
２歳児
３歳児（年小）
４歳児（年中）
５歳児（年長）
小学１年生
小学２年生
小学３年生
小学４年生
小学５年生
小学６年生
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問3 回答者の年代

回答数
10代 0
20代 43
30代 181
40代 86
50代以上 5
無回答 2

計 317

▶回答者の年代は、「30代」が57.1％で最も割合が高く、次いで「40代」（27.1％）、「20代」
（13.6％）となっています。

13.6%

57.1%

27.1%

1.6% 0.6%

10代

20代

30代

40代

50代以上

無回答
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問4 小学校統合後の学童保育所の体制

回答数
町内１箇所 70
町内２か所 59
町内３か所 44
町内５か所 97

どちらともい
えない

43

その他 4
計 317

【その他の内容】
・ 旧余目に2か所、旧立川地区に1か所設ける等
・

・

・ 就労しているのは母のみのため、学童を利用していない。

▶小学校統合後の学童保育所の体制は、「これまでどおり町内5か所がよい」が30.6％で最も割合
が高く、次いで「町内1か所がよい」（22.1％）、「町内2か所がよい」（18.6％）となっていま
す。

町内2か所が良いのではないかと考えますが、距離的に、一小・二小・三小と、四小・立小、とい
う分け方もいかがかなと思います。
幼稚園の預かり保育はどこでしていただけますか？あっちこっちに迎え行く体制になるのは避け
たいので、預かり保育の場所も提示して欲しいです。

22.1%

18.6%

13.9%

30.6%

13.6%

1.3%

町内１箇所
町内２か所
町内３か所
町内５か所
どちらともいえない
その他
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問5 統合小学校の側に学童保育所を整備する場合の形式（問４で町内1か所、2か所、3か所を選択）

回答数
学校と一体型 89
学校と別棟 63
どちらともい
えない

17

その他 2
無回答 2

計 173

【その他の内容】
・

・

子どもたちが安心して過ごすことができ、施設の活用含め効率的な運営ができるのであれば、ど
ちらでもいいと思います。
どちらでも良い。コストがかからない方。駐車場は近い方がいい。

▶統合小学校の側に学童保育所を整備する場合の形式は、「学校と一体」が51.4％で最も割合が
高く、次いで「学校とは別棟」（36.4％）、「どちらともいえない」（9.8％）となっています。

51.4%
36.4%

9.8%

1.2% 1.2%

学校と一体型
学校と別棟
どちらともいえない
その他
無回答
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問6-1 学童保育所の選択制

回答数
賛成 239
反対 16
どちらともい
えない

59

その他 1
無回答 2

計 317

【その他の内容】
・ どちらかの親の就労でも学童利用が認められれば、社会性を培うためにも利用できればと思って
いる。

▶学童保育所の選択制は、「賛成」が75.4％で最も割合が高く、次いで「どちらともいえない」
（18.6％）、「反対」（5.0％）となっています。

75.4%

5.0%

18.6%

0.3% 0.6%

賛成

反対

どちらともいえない

その他

無回答
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問6-2 小学校統合後の土曜日保育の体制

回答数
これまでどお
り余目地域で
１か所がよい

133

余目地域、立
川地域の２か
所がよい

131

どちらともい
えない

49

その他 4
計 317

【その他の内容】
・
・

・

余4の人は現在の余3は遠いです。立川に作るのであれば、余目の人も可にしてくれたらありがたいです。

学区でわけてほしい。

余目地域一箇所で、いっぱいになって見てもらえないということがないのであれば、一箇所でも
良いが、いっぱいになることがあるのであれば、複数設けてほしい。

▶小学校統合後の土曜日保育の体制は、「これまでどおり余目地域で１か所がよい」が42.0％で
最も割合が高く、次いで「余目地域、立川地域の２か所がよい」（41.3％）、「どちらともいえ
ない」（15.5％）となっています。

42.0%

41.3%

15.5%

1.3%

これまでどおり余目地
域で１か所がよい

余目地域、立川地域の
２か所がよい

どちらともいえない

その他
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問6-3 仮に土曜日保育が町内2か所になる場合の利用希望施設（問6-2で余目・立川2か所を選択）

回答数
立川地域 33
余目地域 89
未定 9

計 131

問7 学童保育のあり方などへのご意見
（別紙1）

▶仮に土曜日保育が町内2か所になる場合の利用希望施設は、「余目地域」が67.9％で最も割合が
高く、次いで「立川地域」（25.2％）、「未定」（6.9％）となっています。

25.2%

67.9%

6.9%
立川地域

余目地域

未定
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（2）自治会長アンケート
問1 小学校統合後の4小学区の学童保育所

回答者数
存続した方が
よい

6

無くなっても
やむを得ない

1

どちらともい
えない

2

その他
計 9

▶小学校統合後の4小学区の学童保育所は、「存続した方がよい」が66.7％で最も割合が高く、次
いで「どちらともいえない」（22.2％）、「無くなってもやむを得ない」（11.1％）となってい
ます。

66.7%

11.1%

22.2%
存続した方がよい

無くなってもやむを
得ない
どちらともいえない

その他
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問2 問1の理由

回答数
1
2
3
1

1
1
9

【その他の内容】
・

問3 学童保育のあり方などへのご意見
（別紙2）

計
無回答

項 目
地域住民との交流を通じて、地域コミュニティの維持につながるから
学童保育所の統合による送迎距離の増加など、負担が懸念されるから
子どもには、学校以外の居場所が地域に必要だと思うから
子どもの減少が進む中、学童保育所の統合もやむを得ないと思うから
財政的な側面から、学童保育所の効率的な運営につながるから
それぞれにメリットとデメリットがあるから
その他

当自治会の運営は、自治会内の小学生だけを対象としており、学童保育所と連携することがな
かったし、今後も考えていない。自治会として回答できない。
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